
1避難所（札内南小学校体育
館）へ避難した公区住民　2
公区長と公区代表者で避難
所運営委員会を設置　3住民
へ連絡事項を伝達する公区役
員　4食料・物資を配給する
公区役員　5応急処置の体験
コーナー　6備蓄品や洪水浸
水予想図の展示コーナー
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災害時の協定について

災
害
に
備
え
る

自
分
の
命
と
大
切
な
人
を
守
る
た
め

　いざという時のために備えておく非常食や飲料水、救急医
療品などの防災グッズは、災害発生時にすぐに持ち出すべき
必要最低限の「非常持出品」と、自宅や職場などに備えておく
「備蓄品」に分類することができます。
※詳しくは「防災のしおり」P14～15をご覧ください。

　８月19日、町は災害時の応急対策と災害復旧のた
めの砂利・砂などの提供について、北海道砂利工業組
合十勝支所と協定を締結しました。
　この協定は、災害時、被災した道路、河川、建物など
の応急対策及び災害復旧に非常に有効であり、災害
応急対策の強化が期待されます。
　今後も地域事業者との連携を推進し、防災力強化
に努めていきます。

防災グッズ（例）
非常持出品 備蓄品

❶飲料水（1.5㍑程度）❷非常食
❸懐中電灯❹ラジオ❺現金❻
応急衣料品❼常備薬・持病薬
❽ヘルメット❾靴❿マスク⓫
タオル⓬ナイフ⓭ホイッスル
⓮携帯電話⓯雨具⓰使い捨て
カイロ⓱軍手など

❶衣類❷保存食・飲料水❸簡
易 な 食 器 ❹ ウ ェ ッ ト テ ィ ッ
シュ❺ラップ・アルミホイル
❻洗面道具❼ランタン❽新聞
紙❾ポリタンク❿下着⓫布ガ
ムテープ⓬毛布など

防
災
の
基
本
は
自
助

　防
災
は
、自
分
の
身
を
守
る

「
自
助
」が
基
本
。ま
ず
は
災
害
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、自
分
や

身
の
回
り
の
安
全
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。災
害
が
発
生
し
た
ら
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
し
て
く
だ
さ
い
。

　ど
の
災
害
に
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
素
早
く
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
。テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、町
が
配
信
す
る
防

災
情
報
メ
ー
ル（
登
録
制
）な
ど

で
災
害
・
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
を
助
け
あ
う
地
域
に

　い
ざ
大
規
模
な
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
、公
的
機
関
が
被
災

地
に
駆
け
つ
け
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
素
早
く
災
害
に
対
応

し
、助
け
合
う
た
め
に
は
地
域
や

近
所
の「
共
助
」の
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
る
た
め
に
は
何
を
し

て
お
け
ば
よ
い
か
、災
害
時
は
ど

う
行
動
す
れ
ば
い
い
か
、「
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
る
」と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　

10
月
18
日
、町
が
主
催
す
る
、

１
回
目
と
な
る「
幕
別
町
地
域
自

主
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、地
域
の
連
携
と

防
災
体
制
の
強
化
を
目
的
に
、平

成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、市
街
地
を
中
心

と
し
た
指
定
避
難
所
ご
と
の
対

象
公
区
で
行
う
防
災
訓
練
で
す
。

　

今
年
度
は
、札
内
南
小
学
校
を

指
定
避
難
所
と
す
る
文
京
町
、み

ず
ほ
町
、あ
か
し
や
南
１
、あ
か

し
や
南
２
、泉
町
、泉
東
、昭
和
の

７
公
区
を
対
象
に
、合
同
避
難
訓

練
を
実
施
し
、２
６
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
、各
公
区

の
住
民
が
一
時
避
難
場
所
へ
緊

急
避
難
し
、そ
の
後
、指
定
避
難

所
で
あ
る
札
内
南
小
学
校
へ
避

難
。「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の
３

つ
の
視
点
で
非
常
時
の
行
動
に

つ
い
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
自
主
防
災
訓
練
を

き
っ
か
け
に
、自
分
の
身
を
守
り

な
が
ら
地
域
も
守
る
こ
と
で
、災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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災害時における応援
業務に関する協定締
結を結んだ飯田町長
（左）と、北海道砂利工
業組合十勝支所長伊
藤光一氏（右）

「気象情報」や「避難情報」など、町から最新の防災情報
をお知らせする登録制メールサービスです。ぜひご登
録ください。

非常持出品の一例。家族構成などに合わせて必要
なものを無理なく持ち出せる範囲で調整して準備
し、リュックサックなどにまとめておきましょう。

昨年12月に全戸配布した「防
災のしおり」は公区別の緊急避
難場所、避難所や各種ハザード
マップなど、防災の備えが１冊
にまとめられています。
町ホームページ＞トップページ
＞防災情報＞防災
のしおりから見る
ことができます。

防災情報メールに登録しよう！

備えて安心、防災グッズ「防災のしおり」を活用しよう

本訓練実行委員長
あかしや南２公区長
工藤　伸さん

７公区から多くの方が参加した
にも関わらず、とても順調に訓
練が進み、皆さんの防災に対す
る意識の高さを感じました。防
災訓練は「自助」「共助」「公助」を
体験できる貴重な機会。地域の
防災訓練に参加したことがない
方はぜひ参加し、非常時の行動
を学びましょう。

みずほ公区長
大西　隆之さん

みずほ公区では年１回、防災訓
練を行っています。今回は町が
主催だったため、よりリアルな
訓練ができました。避難所では、
今はこういう状況だというアナ
ウンスが随時あり、災害時にも
このような連携ができれば避難
者も安心できると思います。

家族で防災訓練に
参加した

丸山　美由紀さん

今回初めて大きな避難訓練に参
加してみて、避難所での生活は
想像よりも大変だとわかり、家
の備蓄品を見直すきっかけにな
りました。災害時は子どもを安
全に避難させなければならない
ため、避難ルートを確認でき、参
加してよかったです。

幕別町地域自主防災訓練の様子

防災
訓練を体験して


